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豊橋市立中野小学校で豊橋市初のドリームマップ授業が
開催されました。4年生2クラスで実施され、59人の子ども
たちが夢を描き、伝え合いました。

豊橋在住の活動会員のお二人も初参加。
地域の子どもたちが夢を描く場を、地域の大人たちがサポ
ートする機会になりました！

現場に立った“あっぽん”こと藤田亜希子さんは
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と次につながる手応えを感じたそうです。

こちらの学校では、このドリームマップを元に3学期まで
に様々な形で子どもたちの夢を広げていく予定だそうで
す！楽しみですね♪

地元の大人が地元の子ども達を応援する

ドリームマップが日本を飛び出して、 へ！
フランス・コルマール市にあるバルトルディ高校で、3年生
の生徒たちがドリームマップを描きました。コルマールは、
映画『ハウルの動く城』の舞台モデルにもなった美しい町。
 その街の公立高校では、第3外国語として日本語が選択で
き、日本の文化やアニメをきっかけに日本語を学びたいとい
う生徒たちが集まっています。
今回の授業を担当したのは、長年フランスにお住まいで、
現地の高校教員として日本語を教えている”えんまり”さん
こと遠藤真理さん。
未来に迷う子どもたちは世界共通。
時差のある中、オンライン研修を受け、生徒たちに日本と同
じプログラムで“夢を描く時間”を届けてくださいました。
授業では、生徒一人ひとりが自分の「好き」や「将来への想
い」を写真や言葉で表現しながら、未来の自分の姿を描いて
いきました。国や言葉が違っても、“心の底から湧き出す夢
を描く”というステップが、人の心に灯りをともすのは同
じ。フランスの教室にも、「最高の時間！」とたくさんの笑
顔と夢の花が咲きました🌸

フランスの高校生にもドリームマップ授業

・地元の大人が地元の子ども達を応援する
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子どもたちの『夢見る力』を育て、未来へ結ぼう

・フランスの高校生にドリームマップ

（愛知･豊橋市）

（コルマール）

・看護学校生が描く夢とは・・・
・活動会員紹介　岩手県での授業の様子といずさんの想い
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今期、岩手県での初ドリマ授業を終えたいずさんから、
11名という少人数学級での授業の様子をお聞きしました。

夢が見つかるのかどうか不安そうだった支援級のお子さん
に、その子の好きなことややってみたいことを聞くと楽し
そうに話してくれたそうです。
発表の時には、相づちを打ったり、頷きながら聞いたり、
大きな拍手とともに「いいね！」って声をかけたり、子ど
も達が応援し合う姿にも感動したいずさん。
ある子は、真ん中の丸に「命を救えたら、その人の未来は
続き、夢を描ける。それがまた続いていくので『夢をつな
ぐ医者』」というキャッチコピーを書いたそうです。
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